
中
退
共
制
度
の
特
色

○
国
の
制
度
な
の
で
安
全
、
確
実
、

有
利
で
す

○
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行

先
で
す

○
掛
け
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
○
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
人
も
加
入
で

き
ま
す

○
掛
け
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す

○
過
去
の
勤
務
期
間
や
企
業
間
を
転

職
し
た
場
合
に
、
通
算
が
で
き
ま

す
○
掛
け
金
は
預
金
口
座
か
ら
自
動
引

き
落
と
し
と
な
り
、
退
職
金
は
退

職
者
に
直
接
支
払
わ
れ
る
の
で
、

管
理
が
簡
単
で
す

問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
1
０
３(

６
９
０
７)

１
２
３
４
へ

食
育
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ

り
、
知
育
、
徳
育
、
体
育
の
基
礎
で

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
じ
て

「
食
」に
関
す
る
知
識
と「
食
」を
選
択

す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活

を
実
践
で
き
る
人
を
育
て
ま
す
。

食
事
は
心
と
体
の
栄
養
で
す
。
健

康
な
体
を
作
る
た
め
に
毎
日
の
食
事

を
大
切
に
し
、
家
庭
で
は
次
の
よ
う

な
こ
と
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
早
寝
早
起
き
を
心
が
け
、
朝
食
を

必
ず
食
べ
る

○
主
食
、
主
菜
、
副
菜
の
そ
ろ
っ
た

食
卓
を
整
え
る

○
野
菜
を
毎
食
食
べ
る

○
減
塩
に
心
が
け
る

○
望
ま
し
い
食
習
慣
や
知
識
の
習
得

を
す
る

○
家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
楽
し
む

■
食
育
関
連
情
報
の
発
信
・
提
供

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

に「
食
育
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」を
設
置
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

健
康
課
保
健
係(

保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内)

1
内
線
７

６
２
０
２
へ

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
で
は
、
６
月
22
日(

月)

か
ら
28

日(

日)

ま
で
を「
子
ど
も
の
人
権
１

１
０
番
強
化
週
間
」と
し
て
、
い
じ

め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の
人

権
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
事
に
つ
い

て
、
電
話
相
談
の
受
付
時
間
を
延
長

し
て
実
施
し
ま
す
。

専
用
電
話
番
号(

全
国
共
通)

０
１

２
０(

０
０
７)
１
１
０

受
付
時
間

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
、
土
・
日
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
５
時

問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
人

権
擁
護
課
1
０
２
７(

２
２
１)

４

４
６
６
へ

■
開
発
行
為
の
事
前
協
議

市
地
域
開
発
事
業
指
導
要
綱
で
は
、

市
内
で
３
０
０
０
㎡
以
上
の
土
地
区

画
形
質
の
変
更
や
施
設
整
備
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
開
発
計
画
に
対
し

て
指
導
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
建
物
建
築
の
た
め
に

土
地
区
画
形
質
の
変
更
を
行
う
開
発

行
為
面
積
が
、
都
市
計
画
区
域
内
で

３
０
０
０
㎡
以
上
、
同
区
域
外
で
１

万
㎡
以
上
の
場
合
は
、
都
市
計
画
法

の
規
定
に
よ
り
県
知
事
の
許
可
が
必

要
で
す
。

■
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
土
地
取

引
の
届
け
出

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
行

っ
た
場
合
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
よ
っ
て
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
都
市
計
画
区
域
内
で
５

０
０
０
㎡
以
上
、
同
区
域
外
で
１
万

㎡
以
上
の
ま
と
ま
っ
た
土
地
の
売
買

契
約
や
売
買
予
約
、
代
物
弁
済
な
ど

の
取
引
を
行
っ
た
場
合
に
は
届
け
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
契
約
締
結
後
、

２
週
間
以
内
に
市
を
経
由
し
て
県
知

事
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
計
画
係

1
内
線
４
２
２
７
ヘ
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前
橋
地
方
法
務
局
で
は
、
７
月
１

日(

水)

か
ら
登
記
申
請
に
関
す
る
相

談
に
つ
い
て
予
約
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

し
ま
す
。
不
動
産
登
記(

相
続
登
記

や
住
宅
ロ
ー
ン
完
済
に
よ
る
抵
当
権

抹
消
登
記
な
ど)

に
つ
い
て
の
相
談

希
望
者
は
事
前
に
電
話
な
ど
で
ご
予

約
く
だ
さ
い
。(

予
約
し
た
人
は
待

ち
時
間
な
く
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す)

問
い
合
わ
せ

前
橋
地
方
法
務
局
沼

田
支
局
1

２
５
１
８
へ

■
４
月
か
ら
介
護
老
人
福
祉
施
設
の

入
所
要
件
が
見
直
さ
れ
ま
し
た

介
護
老
人
福
祉
施
設(

特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム)

に
新
規
入
所
で
き
る

の
は
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上
の

人
で
す
。

※
今
年
３
月
31
日
ま
で
に
入
所
し
て

い
る
人
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん(

要

介
護
１
・
２
の
人
で
も
、
特
別
な

事
情
が
あ
る
場
合
は
新
規
入
所
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す)

■
８
月
か
ら
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

の
上
限
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

医
療
保
険
制
度
上
で
現
役
並
み
所

得
者
に
相
当
す
る
人
は
、
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
額(

月
額)

上
限
が
３
万
７
２
０
０
円
か
ら
４
万

４
４
０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
８
月
か
ら
一
定
以
上
所
得
の
人
は

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
負
担
割
合

が
２
割
に
な
り
ま
す

65
歳
以
上
で
、
本
人
の
合
計
所
得

金
額
が
１
６
０
万
円
以
上
の
人
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際

の
自
己
負
担
割
合
が
２
割
に
な
り
ま

す
。

※
年
金
収
入
と
そ
の
他
の
合
計
所
得

金
額
の
合
算
額
が
単
身
で
２
８
０

万
円
未
満
、
65
歳
以
上
の
人
が
２

人
以
上
い
る
世
帯
で
３
４
６
万
円

未
満
の
場
合
は
１
割
負
担
の
ま
ま

で
す

■
社
会
福
祉
法
人
な
ど
で
利
用
者
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す

社
会
福
祉
法
人
が
運
営
す
る
施
設

な
ど
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
、

生
活
が
困
難
な
人
に
対
し
て
利
用
者

負
担
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問
・
通
所
・
短

期
入
所
生
活
・
夜
間
対
応
型
訪
問

・
認
知
症
対
応
型
通
所
・
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護(

以
上
、
介

護
予
防)

、
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
定
期
巡
回

・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

申
し
込
み

申
請
書
と
収
入
や
資
産
、

扶
養
状
況
に
関
す
る
申
告
書
を
高

齢
福
祉
課
介
護
保
険
係
、
ま
た
は

白
沢
・
利
根
支
所
生
活
係
へ

問
い
合
わ
せ

高
齢
福
祉
課
介
護
保

険
係(

東
原
庁
舎
内)

1
内
線
７
７

２
５
３
・
７
７
２
６
４
へ

今
年
３
月
に
中
学
校
、高
等
学
校
、

大
学
、
専
門
学
校
な
ど
を
卒
業
し
、

利
根
沼
田
地
区
の
事
業
所
に
就
職
し

た
皆
さ
ん
の
激
励
と
親
睦
を
深
め
る

た
め
、
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

と
き

７
月
１
日(

水)

午
前
10
時
開

会
と
こ
ろ

ホ
テ
ル
ベ
ラ
ヴ
ィ
ー
タ(

材

木
町)

参
加
費

１
人
１
５
０
０
円(

事
業

主
負
担)

申
し
込
み

６
月
17
日(

水)

ま
で
に

所
定
の
申
し
込
み
用
紙
に
参
加
費

を
添
え
て
、
産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
へ

問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
商
工
振

興
係
1
内
線
３
２
５
５
へ

対
象

市
内
在
住
、
在
勤
、
ま
た
は

在
学
の
中
学
生
以
上
28
歳
未
満(

４

月
１
日
現
在)

の
健
康
な
女
性
で
、

７
月
の
火
・
金
曜
日
の
夜
間
練
習

と
８
月
３
日(

月)

、
５
日(

水)

の
天

狗
み
こ
し
渡
御
に
参
加
で
き
る
人

定
員

30
人(

先
着
順)

※
決
定
者
に
は
、
練
習
日
を
連
絡
し

ま
す

問
い
合
わ
せ

沼
田
商
工
会
議
所
青

年
部
事
務
局
1

１
１
３
７
へ

21

登
記
相
談
の
予
約
サ
ー
ビ
ス
の
開
始

に
つ
い
て

介
護
保
険
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

募
　
　
集

募
集
し
ま
す

沼
田
ま
つ
り「
天
狗
み
こ
し
」先
導
役

「
天
狗
山
車
太
鼓
」た
た
き
手

お
知
ら
せ

中
退
共
制
度(

中
小
企
業
退
職
金
共

済
制
度)
に
加
入
し
て
従
業
員
の
退

職
金
を
準
備
し
ま
し
ょ
う

食
育
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

６
月
は
食
育
月
間
・
毎
月
19
日
は

食
育
の
日
で
す

新
規
学
卒
就
職
者
激
励
親
睦
の
つ
ど

い
を
開
催
し
ま
す

全
国
一
斉

子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
強
化
週
間

開
発
行
為
に
は
事
前
協
議
、
大
規
模

土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の人(生活保護
受給者は除く)
世帯全員が市民税非課税で、次の①～⑤の全てに該当する人(生
活保護受給者は除く）
①単身世帯で年間収入が150万円以下で、世帯員が１人増えるご
とに50万円を加算した額以下であること
②預貯金や有価証券などの額が単身世帯で350万円以下で、世帯
員が１人増えるごとに100万円を加算した額以下であること
③日常生活のために必要な資産以外に利用できる資産などを持っ
ていないこと
④負担能力のある親族などに扶養されていないこと
⑤介護保険料を滞納していないこと
生活保護受給者の個室の居住費(滞在費)のみ

対象になる人の基準 減額割合

50／100

25／100

100／100


